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生物の多様性を確保し
地球温暖化を抑制する有機稲作技術



日本の稲作は３０００年以上有機稲作であった

高温障害で不稔となったイネ
2023年

←イネカメムシ

乳白米→



秋から始まる有機稲作

成苗の育苗



代かきによる雑草の抑制とメタンの発生抑制

５ｃｍの深水

トロトロ層の形成

浅水代かき深水代かき



生物の多様性に配慮した農法

オタマジャクシの上陸トンボの羽化

人間も生物多様性の一部



◆有機稲作技術による温暖化ガス抑制◆
①収穫直後の秋耕による稲わらの早期分解
②深水（5cm）代かきで有機物が表層のトロトロ層に固定

（雑草の発生抑制と炭素の貯留）
③有機農業による窒素酸化物の抑制と微生物増加
④代かきによって水中の溶存酸素量を増やしメタンの抑制

（植物性プランクトンの増加で水中への酸素供給）
⑤深水管理や除草機による撹拌有機物の酸化的分解の促進
⑥堆肥や有機肥料による鉄イオンの還元がメタンの発生を抑制

鉄の還元作用による酸素的環境の生成
⑦田畑転換で雑草とメタン生成菌の減少
⑧「適切な中干し」による稲の根の活性化と生育促進


